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一
、
は
じ
め
に 

― 

問
題
の
所
在

　
一
五
～
一
七
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
香
辛
料
や
森
林
生
産
物

さ
ら
に
米
な
ど
を
求
め
た
周
辺
世
界
の
商
人
の
来
航
が
増
え
、
交
易

が
活
性
化
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
商
業
活
動
を
権
力
基
盤
と

す
る
王
国
が
台
頭
し
、
支
配
者
た
ち
は
交
易
か
ら
富
と
思
想
・
技

術
革
新
を
引
き
出
し
、
権
力
の
強
化
に
努
め
た
［Reid 1993:202-

266

］［
弘
末 

一
九
九
九
：
一
〇
二
―
一
一
七
］。
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
同
地
で
は
一
六
世
紀
後
半
に
は
華
人
、
マ
レ
ー

人
、
日
本
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ら
が
拠
点
を
構
え
て
交
易
を
行
っ
た
。

一
六
三
六
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
来
航
し
、
翌
三
七
年
に
は
商
館
を

開
設
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
は
こ
れ
ら
の
勢
力
と
交
易
を
進
展
さ
せ

た
。
と
り
わ
け
、
一
六
四
二
年
に
即
位
し
た
ラ
ー
マ
ー
デ
ィ
パ
テ
ィ

一
世
（
在
位
一
六
四
二
～
五
八
）
は
、
当
時
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
最
大
の

交
易
勢
力
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
人
や
ム
ス
リ
ム
華
人
と
の
関
係
強
化
を

図
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
［Casteleyn 1669:25

］［
遠

藤 

二
〇
一
〇
：
三
七
―
三
九
］。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界

　
論
文

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結

　（
一
六
五
六
～
五
七
年
）　
　
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
権
と
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

　
　
会
社
の
交
易
独
占
の
試
み
を
め
ぐ
っ
て
　

遠
　
藤
　
正
　
之

キ
ー
ワ
ー
ド

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
　
第
一
次
条
約
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

で
重
要
な
勢
力
と
し
て
現
れ
た
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

（Vereenighde O
ost Indische Com

pagnie

、
以
下V

O
C

と

略
称
）
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
中
国
は
明
か
ら
清
へ
の
王
朝

交
代
と
い
う
混
乱
し
た
状
況
に
あ
り
、
中
国
本
土
にV

O
C

が
安
定

し
た
拠
点
を
築
い
て
交
易
を
行
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
日
本
と
の
交
易
で
あ
っ
た
。V

O
C

は
一
六
二
五
年
、
台
湾
南
部
に
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
（
１
）
を
築
い
て
根
拠

地
と
し
、
中
国
と
日
本
及
び
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
を
結
び
付
け
よ

う
と
し
た
。
さ
ら
に
一
六
三
五
年
五
月
、
日
本
船
の
海
外
渡
航
禁

止
令
が
発
布
さ
れ
て
朱
印
船
の
活
動
が
停
止
す
る
と
、V

O
C

は
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ャ
ム
、
ト
ン
キ
ン
に
相
次
い
で
使
節
を
派
遣
し
て

商
館
を
開
き
、
朱
印
船
の
地
盤
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
対
日
本
交
易

に
お
け
る
利
益
の
拡
大
を
図
っ
た
［
岩
生 

二
〇
〇
五
：
四
五
六
―

四
五
七
］。

　
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
対
立
し
、
そ
の
追
放
を
も
く
ろ
ん
だ

オ
ラ
ン
ダ
人
と
、
多
様
な
来
航
者
を
取
り
込
も
う
と
し
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
と
の
間
で
確
執
が
生
じ
、
一
六
四
三
年
、
王
都
で
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
・
商
館
員
虐
殺
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て

一
六
四
四
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
遠
征
し
た
オ
ラ
ン
ダ
艦
隊
と
の
戦
争
が

勃
発
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
はV

O
C

と
公
式
な
関
係
を
断
絶
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
当
時
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
で
一
大
交
易
勢
力
と

な
り
つ
つ
あ
っ
たV

O
C

は
、
王
権
強
化
を
も
く
ろ
む
ラ
ー
マ
ー

デ
ィ
パ
テ
ィ
一
世
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
存
在
だ
っ
た
。
ま
た

V
O
C

に
と
っ
て
も
、
食
料
の
米
及
び
当
時
最
大
の
利
益
を
挙
げ
て

い
た
日
本
と
の
交
易
に
必
要
な
鹿
皮
、
漆
な
ど
の
森
林
生
産
物
の
入

手
先
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
一
六
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
対
日
交
易
の

中
継
地
及
び
現
地
の
産
物
の
供
給
地
と
し
て
、V

O
C

に
と
っ
て
重

要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
台
湾
で
の
貿
易
が
、
中
国
人
と
の
競
争
に

敗
れ
、
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
［
永
積 

一
九
九
九
：
三
五
七
］。
そ

れ
に
加
え
て
、
台
湾
対
岸
の
福
建
に
拠
点
を
有
し
反
清
活
動
を
展
開

す
る
鄭
成
功
（
国
姓
爺
）
と
の
対
立
が
次
第
に
激
化
し
、
同
地
に
お

け
るV

O
C

の
地
位
は
脅
か
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

双
方
に
と
っ
て
交

易
関
係
を
再
構
築
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
両
者
の
間
で
一
六
四
五
年

か
ら
接
触
が
開
始
さ
れ
、
一
六
五
六
年
～
五
七
年
に
か
け
て
の
バ
タ

ヴ
ィ
ア
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
交
渉
の
結
果
、
通
商
平
和
条
約
（
以
下

「
第
一
次
条
約
（
２
）
」
と
呼
ぶ
）
が
結
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

　
第
一
次
条
約
の
締
結
が
以
後
のV

O
C

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
交
易
活

動
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
権
の
展
開

を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

V
O
C

の
関
係
に
関
し
て
は
、
デ
イ
ク
［D

ijk 1862

］、 

ウ
ィ
ン
ケ

ル
［W

inkel 1882

］ 

、
ブ
ッ
フ
［Buch 1937

］、
マ
ッ
ク
・
プ
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ア
ン
［M

ak Phœ
un 1995

］ 

、
リ
ー
ド
［Reid 1999

］ 

、
ク
ラ

ー
ン
［K

raan 2009

］ 

ら
の
研
究
が
あ
り
、
ク
ラ
ー
ン
以
外
は
い

ず
れ
も
第
一
次
条
約
に
つ
い
て
言
及
を
し
て
い
る
（
３
）
。

　
こ
の
う
ち
デ
イ
ク
と
ブ
ッ
フ
は
、V

O
C

本
社
重
役
会
（
以
下
重

役
会
）
の
意
向
を
重
視
す
る
。
デ
イ
ク
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
府
は

一
六
四
四
年
の
戦
争
で
受
け
た
損
害
の
賠
償
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
捕
虜
、
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
接
収
し
た
物
資
の
返
還
を
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
が
認
め
な
い
限
り
、
和
平
交
渉
に
応
じ
な
い
と
す
る
姿
勢
を

と
っ
て
い
た
が
、交
易
再
開
を
望
む
重
役
会
の
意
向
に
抗
し
き
れ
ず
、

結
局
和
平
交
渉
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
損

害
に
対
す
る
賠
償
と
物
資
の
返
還
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
総

督
府
は
、
国
王
が
日
本
向
け
の
輸
出
に
関
す
る
制
限
を
や
む
を
得
な

い
、
彼
が
そ
れ
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ら
こ
れ
で
良
し
と

し
て
、
第
四
条
（
後
述
）
の
承
認
を
大
い
に
喜
ん
だ
、
他
方
重
役
会

は
和
平
通
商
が
回
復
さ
れ
た
こ
と
を
成
功
と
み
な
し
、
後
は
国
王
が

条
約
を
遵
守
す
れ
ば
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
に
な
る
と
評
価
し

た
と
述
べ
る
［D

ijk 1862: 336-342

］。

　
ま
た
ブ
ッ
フ
も
、
第
一
次
条
約
締
結
交
渉
は
重
役
会
の
意
向
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
と
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
の
交
渉
の
後
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
もV

O
C

と
国
王
の
間
で
交
渉
が
持
た
れ
、
い
く
つ
か
の

点
に
つ
い
て
変
更
さ
れ
た
後
、
国
王
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
た
と
す

る
。V
O
C

の
使
節
団
長
で
あ
る
イ
ン
デ
イ
ク
は
、
有
利
な
状
況
を

背
景
に
条
約
締
結
を
成
功
に
導
き
、
そ
の
結
果V

O
C

は
、
毎
年
鹿

皮
一
〇
万
枚
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
購
入
で
き
、
日

本
交
易
で
莫
大
な
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
す
る

［Buch 1937:226-227

］。

　
一
方
、
ウ
ィ
ン
ケ
ル
と
マ
ッ
ク
・
プ
ア
ン
は
、
重
役
会
の
動
向

に
言
及
し
な
い
が
、
同
条
約
の
締
結
をV

O
C

側
の
外
交
的
勝
利
と

み
な
す
［W

inkel 1882: 335-336

］。
マ
ッ
ク
・
プ
ア
ン
は
対
日

本
交
易
の
独
占
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
で
、V

O
C

は
条
約
締
結
を
成
功
と
受
け
止
め
た
と
す
る
［M

ak Phœ
un 

1995:279

］。
し
か
し
両
者
と
も
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
の
交
渉
の
後
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
さ
ら
な
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
い
。
　

　
ま
た
リ
ー
ド
は
、
同
条
約
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
がV

O
C

に
結
ば

さ
れ
た
「
屈
辱
的
（hum

iliating

）
な
」
条
約
で
あ
り
、
条
約
締

結
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
に
お
け
る
反
国
王
派
の
勢
力
拡
大
に
つ
な
が

っ
た
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
意
義
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
り

一
六
五
八
年
の
ベ
ト
ナ
ム
（
広
南
阮
氏
）
の
介
入
が
容
易
と
な
り
、

そ
れ
以
降
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
ム
ス
リ
ム
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
も

シ
ャ
ム
と
ベ
ト
ナ
ム
の
影
響
力
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
指
摘
す
る

［Reid 1999:36

］。

　
上
記
五
者
の
考
察
は
、
力
点
の
置
き
方
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
第
一
次
条
約
の
締
結
及
び
そ
の
後
に
お
い
て
主
導
権
を
握
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

っ
て
い
た
の
はV

O
C

で
あ
る
と
す
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
し
か

し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
条
約
締
結
の
た
め
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
使

節
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
出
向
き
、カ
ン
ボ
ジ
ア
本
国
で
も
交
渉
を
行
い
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
は
条
文
に
対
し
て
多
く
の
意
見
を
出
し
た
。
一
連
の

交
渉
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
第
一
次
条
約
の
締
結
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
義
を
有
し
た
の
か
、
ま
た
、
締
結
に
当
た
っ
て
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
権
とV

O
C

双
方
の
思
惑
の
相
違
と
、
そ
れ
が
締
結
後
の
交
易

活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
丁
寧
に
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
第
一
次
条
約
の
内
容
を
改
め
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、
同
条
約
締
結
後
のV

O
C
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
関

係
を
考
察
す
る
。
こ
れ
を
と
お
し
て
、
同
条
約
の
締
結
交
渉
が
必
ず

し
もV

O
C

主
導
で
行
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
の
要
求

をV
O
C

は
か
な
り
の
程
度
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び

こ
の
条
約
がV

O
C

側
の
意
図
を
越
え
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
に
有
利
に

働
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
史
料
と
し
て
、『
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
（D

agh-register, 
gehouden int Casteel Batavia

、
以
下D

R
B

と
略
す
）』、『
外

交
文
書
集
（Corpus D

iplom
aticum

、
以
下C

D

）』、『
一
般
書

簡
集
（G

enerale M
issiven

、
以
下G

M

）』、『
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ

ア
城
日
誌
（D

e D
agregisters van het K

asteel Zeelandia

、

以
下D

R
Z

）
を
中
心
と
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
史
料

を
使
用
す
る
（
４
）
。
第
一
次
条
約
が
締
結
さ
れ
た
前
後
の
状
況
及
び
同
条

約
の
条
文
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
締
結
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
関
係
及
び
両
者
の
交
易
活
動
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、　
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
関
係
再
構
築
へ
の
動
き
：

　
　
一
六
四
四
～
五
六
年

　
一
六
四
三
年
一
一
月
、
か
ね
て
か
ら
国
王
と
対
立
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
レ
ー
ヘ
モ
ル
テ
ス
が
、
王
宮
に
参
内
す
る
途
中
、
国

王
の
衛
兵
に
襲
撃
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
［Casteleyn 1669:26

］

［K
raan 2009:29-30

］。
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア

のV
O
C

総
督
府
は
、
翌
一
六
四
四
年
六
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
威

嚇
と
詰
問
の
た
め
艦
隊
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
こ
の
艦
隊
は
、
同

月
一
二
日
～
一
三
日
に
か
け
て
起
き
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
前
面
で
の
戦

い
で
、
司
令
官
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ハ
ロ
ウ
ズ
を
筆
頭
に
、
遠
征
軍
の

全
兵
力
三
四
八
名
の
う
ち
、
約
五
分
の
一
に
当
た
る
六
二
名
が
戦

死
し
、
一
四
五
名
が
負
傷
す
る
と
い
う
大
敗
を
喫
し
、
撤
退
し
た

［D
om

ckens 1644:350

］［K
raan 2009:54-58

］。
こ
の
敗
北

に
対
し
、
時
のV

O
C

総
督
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
は
シ
ャ
ム
（
ア

ユ
タ
ヤ
）と
同
盟
し
て
再
度
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、

（
５
）
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史
苑
（
第
七
四
巻
第
一
号
）

一
六
四
五
年
に
彼
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
は
中
止
さ
れ
た

［K
raan 2009:63-67

］。

　
こ
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
一
六
五
六
年
ま
で

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
［
岩
生 

一
九
六
六
：
一
二
四
］［
北
川 

一
九
九
九
：
二
四
八
］。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
関
係
は
、
完
全
に
断
絶
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
イ
ン
ド
綿
布
を
入
手
す
る
た
め
に
、V

O
C

は
米
や
貴
重
な
交
易

品
と
な
る
森
林
生
産
物
を
入
手
す
る
た
め
に
、
互
い
に
相
手
を
必
要

と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
六
四
五
年
四
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
は
商
館
長
、
商
館
員
虐
殺

を
含
め
た
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
敵
対
行
為
に
つ
い
て
謝
罪
す
る
た
め
、

華
人
船
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
派
遣
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア

総
督
府
は
マ
レ
ー
人
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
（
６
）
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の

航
行
を
許
可
し
、
国
王
へ
の
返
書
を
託
し
た
［G

M
 vol.2:269

］。

一
六
四
六
年
五
月
に
も
使
節
二
名
に
オ
ラ
ン
ダ
人
二
名
を
同
行
さ

せ
て
再
度
謝
罪
し
、
総
督
が
使
節
を
派
遣
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、

一
六
四
四
年
の
戦
闘
で
捕
虜
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
三
五
名
を
送
還

す
る
と
表
明
し
た
。
一
六
四
七
年
四
月
に
も
使
節
を
派
遣
し
て
講
和

を
求
め
、
そ
の
条
件
と
し
て
略
奪
し
た
物
品
の
半
分
を
返
還
す
る
意

志
を
示
し
た
［M

acLoad 1927:317

］。

　
こ
う
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
動
き
に
対
し
、V

O
C

（
バ
タ
ヴ
ィ

ア
総
督
府
、
以
下
総
督
府
）
も
次
第
に
交
渉
を
行
う
方
向
へ
と
傾
い

て
い
っ
た
。『
一
般
書
簡
集
』
に
収
録
さ
れ
た
一
連
の
書
簡
か
ら
は
、

総
督
府
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
に
対
し
て
不
信
感
を
表
明
し
つ
つ
も
、
王

が
会
社
の
資
産
を
返
却
し
、
総
督
府
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
［G

M
 vol.2:315 ;352

］。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
六
四
八
年
四
月
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
快
速
帆
船
（
テ
ィ
ン
ガ
ン
（
７
）
）
二
隻
が
、
ジ
ャ
ワ
中
部
の
港
市

チ
ル
ボ
ン
を
経
由
し
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
寄
港
し
た
［D

RB 1647-
48:57

］。
ま
た
、
同
年
六
月
に
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
マ
レ
ー
人
船

主
の
ジ
ャ
ン
ク
船
三
隻
と
小
型
高
速
帆
船
（
フ
レ
ガ
ッ
ト
（
８
）
）
一
隻

が
、
安
息
香
を
入
手
す
る
た
め
、
奴
隷
と
布
（
イ
ン
ド
綿
布
）
を
積

ん
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
向
け
て
出
航
し
て
お
り
［D

RB 1647-48:93 
;125

］、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
関
係
に
関
わ
り
な
く
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
ジ
ャ
ワ
と
は
相
互
に
交
流
を
持
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、『
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
日
誌
』
に
よ
る
と
、
一
六
五
〇

年
七
月
、
華
人
商
人
サ
コ
が
台
湾
に
来
航
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大

官
ラ
・
ア
ク
ネ
ー
・
ラ
カ
ウ
ポ
ワ
と
ラ
ク
ー
ラ
な
る
人
物
の
書
簡

を
も
た
ら
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
華
人
商
人
の
情
報
に
よ
り
オ
ラ
ン

ダ
人
が
彼
ら
と
和
平
を
結
び
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
お

り
、
国
王
も
和
平
に
傾
き
つ
つ
あ
る
と
の
情
報
を
伝
え
た
［D

RZ 
1648-1655:142-143

］。
一
六
五
一
年
六
月
に
は
、
マ
レ
ー
人
有

力
者
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
に
時
の
総
督
レ
イ
ニ
ー
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
、

一
六
五
二
年
一
一
月
に
は
台
湾
長
官
フ
ェ
ル
ブ
ー
ル
フ
が
華
人
商
人
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

サ
コ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
へ
の
渡
航
許
可
証
を
発
布
し
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
台
湾
間
に
お
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
船
の
直
接
航
海
を
承
認
し
た［
村

上 

一
九
五
八
：
二
一
七
］ 

。

　
一
方
、
一
六
五
一
年
一
二
月
に
は
ト
ン
キ
ン
（
現
在
の
紅
河
デ
ル

タ
地
域
）
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
弁
務
官
、
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ス
ト
テ

ー
ヘ
ン
が
マ
ニ
ラ
在
住
の
市
民
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ン
・
ブ
ラ
ウ
ウ
ェ
ル

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
赴
き
、
国
王
に
書
簡
を
送
り
、
会
社
と
和
平
協

定
を
結
ぶ
気
が
あ
る
な
ら
、
使
節
を
次
の
北
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
と

き
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
送
る
よ
う
に
伝
達
し
た
［G

M
 vol.2:532

］。

重
役
会
の
意
向
に
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
総
督
府
は

一
六
五
〇
年
頃
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
和
平
協
定
締
結
に
積
極
的
な

姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
六
五
二
年
五
月
、
国
王
の
側
近
オ
ヤ
・
カ
ラ
ホ
ム
の
使
節
と
し

て
、
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
（
９
）
を
含
む
四
名
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
航
し
、

総
督
と
評
議
員
会
宛
の
書
簡
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
は

和
平
協
定
を
結
ぶ
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、商
取
引
を
し
た
後
、

七
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
こ
の
際
総
督
府
は
、
自

分
た
ち
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
和
解
を
望
ん
で
い
る
た
め
、
国
王
が
然

る
べ
き
権
限
を
持
っ
た
使
節
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
派
遣
し
、
両
者
間
の

紛
争
を
処
理
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
こ
れ
ら
の
使
節
に
伝
え
た

［G
M

 vol.2:616-617

］。

　
一
六
五
三
年
三
月
一
六
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
の
使
節
が
バ
ン
テ

ン
経
由
で
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
し
、
米
、
安
息
香
、
日
本
銅
な
ど
を

も
た
ら
し
、
総
督
及
び
イ
ン
ド
評
議
会
宛
書
簡）
（1
（

を
引
き
渡
し
、
両

者
間
で
関
係
再
開
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
開
始
さ
れ
た
［D

RB
 

1653:26-27

］。
約
四
ヵ
月
後
、
七
月
五
日
に
使
節
は
東
イ
ン
ド
総

督
及
び
イ
ン
ド
評
議
会
発
書
簡
を
携
え
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
帰
国
し
た

［D
RB 1653:94

］。
も
っ
と
も
、
こ
の
使
節
は
交
渉
を
行
う
代
表

者
と
い
う
立
場
に
は
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
は
総
督
府
に
対
し
、

交
渉
す
る
権
限
を
有
す
る
使
節
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
送
る
よ
う
求
め

た
。
こ
れ
に
応
え
て
総
督
府
は
、
八
月
に
自
由
市
民
バ
ス
テ
ィ
ア
ー

ン
・
バ
イ
ロ
ン
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
派
遣
し
た
［D

RB 1653:115

］

［G
M

 vol.2:697

］。

　
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
率
い
る
ジ
ャ
ン
ク
船
二
隻

が
、
バ
ン
テ
ン
経
由
で
同
年
三
月
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
航
し
、
米
、
安

息
香
、
漆
な
ど
を
も
た
ら
し
［D

R
B 1653:32-33

］、
六
月
に
、
イ

ン
ド
綿
布
、
綿
糸
な
ど
を
積
ん
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
帰
国
し
た
［D

RB
 

1653:91

］。
さ
ら
に
八
月
に
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
の
パ
ド
ゥ
カ
・

ラ
ジ
ャ
が
ジ
ャ
ン
ク
船
を
一
隻
、
ま
た
同
地
の
マ
レ
ー
人
数
人
が
ジ

ャ
ン
ク
船
二
隻
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
派
遣
し
た
［D

R
B 1653:118

］。

　
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
第
一
次
英
蘭
戦
争
（
一
六
五
二
～

五
四
）
の
影
響
が
東
南
ア
ジ
ア
に
も
及
び
、
一
六
五
三
年
六
月
三
日

付
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
宛
書
簡
に
お
い
て
、V

O
C

は
国
王
が
イ
ギ
リ

ス
人
を
迎
え
入
れ
る
限
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
活
動
を
再
開
す
る
こ
と



－  15  －

史
苑
（
第
七
四
巻
第
一
号
）

は
不
可
能
で
あ
る
と
通
告
し
た
［Buch 1937: 224-225

］。
こ
の

た
め
、
正
式
な
通
商
条
約
締
結
は
先
延
ば
し
さ
れ
、
一
六
五
六
年
か

ら
五
七
年
に
か
け
て
の
両
者
の
交
渉
妥
結
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
非
公
式
な
が
ら
交
易
を
再
開
し
た
両
者
の
間
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
か
ら
ジ
ャ
ワ
へ
送
ら
れ
る
産
品
と
し
て
特
に
米
と
安
息
香

が
、
ジ
ャ
ワ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
も
た
ら
さ
れ
る
産
品
と
し
て
イ

ン
ド
綿
布
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』
か

ら
明
ら
か
と
な
る
［D

RB 1648:85;93

］［D
RB 1653:26;32-

33;91

］。

　
米
は
、
食
料
と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
も
米
の
産
地
で

あ
っ
た
が
、
一
六
四
〇
年
代
に
な
る
ま
で
、V
O
C

は
ジ
ャ
ワ
内
陸

農
村
地
帯
を
掌
握
し
て
い
た
マ
タ
ラ
ム
王
国
と
険
悪
な
関
係
に
あ
っ

た
。
一
六
四
六
年
、V

O
C

は
マ
タ
ラ
ム
王
ア
マ
ン
ク
ラ
ッ
ト
一
世

と
条
約
を
締
結
し
、
マ
タ
ラ
ム
と
の
友
好
関
係
を
構
築
し
、
米
の

安
定
的
な
獲
得
を
目
指
し
た
。
し
か
し
ア
マ
ン
ク
ラ
ッ
ト
一
世
は

王
権
強
化
を
目
指
し
て
、
交
易
独
占
を
も
く
ろ
ん
だ
た
め
、V

O
C

は
そ
の
後
も
希
望
通
り
に
米
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

V
O
C

は
米
を
ジ
ャ
ワ
以
外
の
地
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
一
つ
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
重
視
し
た
。

　
ま
た
安
息
香
は
、
焚
香
料
と
し
て
大
き
な
需
要
が
あ
っ
た
。
鄭
和

の
遠
征
に
随
行
し
た
馬
歓
が
著
し
た
『
瀛
涯
勝
覧
』
旧
港
国
条
に
は
、

「
西
方
の
国
の
人
や
鎖
俚
〔
南
イ
ン
ド）
（（
（

〕
の
人
は
こ
の
香
を
好
ん
で
い

る
」［
小
川 

一
九
九
八
：
四
四
、〔
　
〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
］

と
あ
る
。
ま
た
、
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
も
安
息
香
が
、
ア
ラ
ビ
ア
、
ペ

ル
シ
ャ
、
中
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、
特
に
イ
ン
ド
で

大
量
に
取
引
さ
れ
る
と
述
べ
る）
（1
（

［
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン 

一
九
六
八
：

五
〇
〇
―
五
〇
一
］［
山
田
一
九
八
二
：
一
九
七
］。
安
息
香
の
主

要
産
地
は
、
ス
マ
ト
ラ
と
タ
イ
北
部
及
び
ラ
オ
ス
で
あ
り
［
山
田 

一
九
八
二
：
一
七
三
―
一
七
四
］、
ラ
オ
ス
産
の
も
の
は
最
も
良
質

と
さ
れ
て
い
た
［
山
田 

一
九
八
二
：
一
八
六
―
一
八
七）
（1
（

］。
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
、
メ
コ
ン
川
を
介
し
て
ラ
オ
ス
産
の
安
息
香
を
入
手
可
能
で

あ
っ
た
。

　
当
時
の
ラ
オ
ス
で
は
、
交
換
財
と
し
て
イ
ン
ド
綿
布
が
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
た
。
一
六
四
二
年
に
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
ウ
ィ
ス
ト
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
ム
ー
ア
人
（
イ
ン
ド

人
ム
ス
リ
ム
）
及
び
シ
ャ
ム
商
人
が
陸
路
を
通
じ
て
毎
年
四
万
枚

に
及
ぶ
イ
ン
ド
綿
布
を
ラ
オ
ス
に
持
ち
込
ん
で
い
た
［W

uysthoff 
1642:176

］［Lejosne 1993:78

］。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
安

息
香
を
は
じ
め
、
対
日
交
易
の
重
要
産
品
で
あ
る
鹿
皮
や
漆
な
ど
の

森
林
生
産
物
を
入
手
す
る
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
大
量
の
イ
ン
ド

綿
布
を
必
要
と
し
た
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

三
、
第
一
次
条
約
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
仮
締
結
と

　
　
そ
の
後
の
交
渉

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
正
式
な
合
意
形
成
へ
至
る
道
は
、
し

か
し
な
が
ら
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。一
六
五
六
年
七
月
八
日
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
て
第
一
次
条
約
が
仮
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（〔
　
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
）。

　
一
方
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
シ
ュ
リ
ー
・
ス
ル
タ
ン
・
イ
ブ
ラ

ヒ
ム
の
使
節
で
あ
る
オ
ラ
ン
カ
ヤ
、
ラ
ラ
ッ
ト
・
ド
ゥ
・
ラ

ジ
ャ
及
び
オ
ラ
ン
カ
ヤ
、
ル
ラ
・
パ
ル
ワ
ン
、
他
方
が
総
督

ヨ
ア
ン
・
マ
ー
ツ
ァ
イ
ケ
ル
及
び
イ
ン
ド
評
議
会
の
間
で
締

結
さ
れ
た
平
和
条
約

一
．
第
一
に
、
今
日
よ
り
将
来
に
わ
た
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
と
オ
ラ
ン
ダ
の
会
社
（de N

ederlantsche 
Com

p
e

）
は
、
そ
の
臣
下
臣
民
相
互
に
良
好
、
誠
実
か

つ
固
い
平
和
と
友
好
を
維
持
し
、
し
た
が
っ
て
前
述
し

た
国
王
と
会
社
と
の
間
で
は
、
陸
海
双
方
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
敵
対
的
行
為
を
停
止
し
、
行
わ
な
い
も
の
と

す
る
。

二
．
第
二
に
、
も
し
今
後
こ
の
和
平
を
知
ら
ず
に
、
い
ず
れ

か
の
側
の
民
・
船
舶
・
物
荷
が
奪
い
取
ら
れ
た
な
ら
、

そ
の
民
・
船
舶
・
物
荷
は
、
戻
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、〔
戻
さ
れ
る
分
に
つ
い
て
は
奪
わ
れ
た
も
の
と
〕

同
等
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
以
上
〔
の
も
の
〕

と
は
し
な
い
。

三
．
さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
は
会
社
に
、
以
前
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
受
け
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
金
を
総
計
で

二
五
四
九
九
レ
ア
ル
、
す
な
わ
ち
、
会
社
の
職
員
が
同

地
で
殺
害
さ
れ
た
年
で
あ
る
一
六
四
四
年
に
、
会
社
に

数
名
の
商
人
た
ち
が
正
当
に
支
払
う
べ
き
未
払
い
の
負

債
一
二
七
九
一
レ
ア
ル
、
そ
れ
に
加
え
て
フ
ラ
イ
ト
船

オ
ラ
ニ
ェ
ン
ボ
ー
ム
か
ら
奪
わ
れ
、
会
社
が
品
物
の
所

有
権
を
今
な
お
主
張
し
て
い
る
日
本
銀
一
〇
箱
と
カ
ン

ガ
ン
（
綿
布
）
八
三
〇
反
、
一
二
七
〇
八
レ
ア
ル
相
当

を
と
も
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。
会
社
の
さ
ら
な
る
請

求
項
目
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
王
自
身
と
精
算
さ
れ
、

合
意
を
得
る
た
め
に
留
保
さ
れ
る
。
そ
の
達
成
の
た
め
、

前
述
の
使
節
は
で
き
る
限
り
の
協
力
を
行
う
こ
と
を
約

束
す
る
。

四
．
さ
ら
に
、
こ
れ
よ
り
向
こ
う
二
五
年
の
間
、
東
イ
ン
ド

会
社
の
み
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
に
と
っ
て

有
用
な
商
品
の
取
引
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
他
の

全
て
の
商
人
た
ち
は
、
彼
ら
が
誰
で
あ
れ
、
ど
ん
な
者

で
あ
っ
て
も
排
除
さ
れ
る
。
国
王
は
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
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史
苑
（
第
七
四
巻
第
一
号
）

る
手
段
を
も
っ
て
会
社
に
そ
の
権
利
を
適
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

五
．
今
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
会
社
以
外
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
対
し
、
そ
れ
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
い
か
な

る
例
外
も
な
く
交
易
を
行
う
こ
と
を
許
可
し
な
い
。

六
．
ま
た
、
こ
れ
以
降
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
、

バ
ン
ダ
、
テ
ル
ナ
テ
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
島
々
及

び
会
社
に
敵
意
を
有
す
る
、
ま
た
は
〔
会
社
と
〕
戦
争
状

態
に
あ
る
場
所
に
航
海
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
発
の
船
が
海
上
で
会
社
の
船
と
出
会

っ
た
場
合
、
広
南
の
船
や
会
社
の
他
の
敵
の
船
と
は
区

別
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
居
住
す
る
船

主
は
皆
、
海
上
に
出
る
前
に
会
社
に
対
し
自
由
航
行
許

可
証
を
申
請
し
、
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

し
彼
ら
が
そ
れ
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
彼
ら
が
被

る
で
あ
ろ
う
損
害
や
遅
延
に
対
す
る
賠
償
や
支
払
い
を

主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

七
．
マ
カ
ッ
サ
ル
に
お
い
て
は
、
会
社
の
大
敵
た
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
に
よ
っ
て
大
規
模
な
交
易
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
上
記
の
使
節
は
ま
た
、
王
の
近
く
に
あ
っ
て
、
こ

の
地
域
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
間
の
航
海
を
禁
止
・
封
鎖

す
る
た
め
に
取
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
義
務
を
果
た
す
も
の

と
す
る
。

八
．
会
社
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
再
び
職
員
を
駐
在
さ
せ
、
誰
か

ら
も
妨
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
取
引
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
国
王
は
、
い
か
な
る
悪
人
も
彼

ら
に
面
倒
や
不
正
を
行
わ
な
い
よ
う
、
会
社
の
駐
在
者

を
保
護
す
る
義
務
を
負
う
。

九
．
も
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
居
住
す
る
会
社
の
職
員
が
行
方

を
く
ら
ま
し
た
り
、
逃
亡
し
た
場
合
に
は
、
国
王
は
彼

ら
を
捜
索
し
復
職
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
そ
の
際
、
宗

教
を
口
実
に
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
他
の
こ
と
を
口
実
に

す
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
〔
そ
れ
を
口
実
と
し
て
〕

逃
亡
し
た
者
を
庇
護
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
〇
．
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
駐
在
す
る
会
社
職

員
が
現
地
で
重
大
な
犯
罪
を
起
こ
し
た
場
合
、
国
王
は

現
地
の
司
法
当
局
を
通
じ
て
彼
ら
を
裁
く
こ
と
は
で
き

ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
律
に
従
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
た
め
に
、

彼
ら
を
会
社
の
商
館
長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
前
述
の
商
館
長
自
身
が
、
国
王
な
い
し
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
に
対
し
て
重
大
な
罪
を
犯
し
た
場
合
も
、
国
王

は
罪
を
犯
し
た
者
の
身
柄
を
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
や
証

言
と
と
も
に
、
総
督
お
よ
び
イ
ン
ド
評
議
会
付
裁
判
所

で
裁
か
れ
る
た
め
に
、
一
番
早
い
バ
タ
ヴ
ィ
ア
行
き
の
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

船
で
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
約
は
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
シ
ュ
リ
ー
・
ス
ル

タ
ン
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
、
現
在
の
東
イ
ン
ド
総
督
ヨ
ア
ン
・

マ
ー
ツ
ァ
イ
ケ
ル
閣
下
と
イ
ン
ド
評
議
会
委
員
、
さ
ら
に
は
、

双
方
の
後
継
者
及
び
子
孫
に
よ
っ
て
未
来
永
劫
維
持
さ
れ
、

履
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
六
五
六
年
七
月
八
日
　
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
に
て

署
名
：
ヨ
ア
ン
・
マ
ー
ツ
ァ
イ
ケ
ル
　
カ
レ
ル
・
ハ
ル

ト
シ
ン
ク
　
ヨ
ア
ン
・
ク
ナ
ウ
ス
ニ
コ
ラ
ス
・

フ
ェ
ル
ブ
ル
フ
　
デ
ィ
ル
ク
・
ヤ
ン
ス
ン
　
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
ハ
ル
パ
ル
ト
（
書
記
）

並
び
に

大
使
　
オ
ラ
ン
カ
ヤ
・
ラ
ジ
ャ
・
イ
ン
ド
ラ
・

ム
ッ
ダ
　
オ
ラ
ン
カ
ヤ
・
ル
ラ
ッ
ト
・
ド
ゥ
・

ラ
ジ
ャ
　
オ
ラ
ン
カ
ヤ
・
ル
ラ
・
パ
ル
ワ
ン

と
も
に
署
名
を
承
認
し
た

［CD
 1931:93-96

］

　
一
六
四
四
年
の
戦
争
で
勝
利
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
がV

O
C

に
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
（
第

三
条
）、V
O
C

の
独
占
交
易
を
認
め
て
い
る
こ
と
（
第
四
・
五
条
）、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
に
対
す
る
「
治
外
法
権
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
（
第
一
〇
条
）
な
ど
、VO

C

に
圧
倒
的
に
有
利
な
内
容
に
見
え
る
。

一
連
の
先
行
研
究
が
同
条
約
をV

O
C

の
外
交
的
勝
利
で
あ
る
と
捉

え
、リ
ー
ド
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
条
約
と
し
た
の
も
、

一
見
す
る
と
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
同
条
約
は
正
式
な
条
約
と
し
て
発

効
し
て
い
な
か
っ
た
。
同
条
約
が
効
力
を
有
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

後
さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
本
国
で
交
渉
を
継
続
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王

の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
デ
イ
ク
や
ブ
ッ
フ
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
［D

ijk 1862:336-342

］ ［Buch 1937:226-
227

］。
そ
の
こ
と
は
、
条
文
第
三
条
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
使
節
が
条

文
の
内
容
を
達
成
す
る
た
め
に
、V

O
C

に
協
力
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
本
条
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
交
渉
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
交

渉
状
況
を
、『
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、V

O
C

の
使
節
と
し
て
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
イ
ン
デ

イ
ク
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
九
月
一
一
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

王
に
謁
見
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
て
仮
締
結
さ
れ
た
条
約
を
提
示
し
た

が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
は
こ
の
時
点
で
の
条
約
の
承
認
を
拒
否
し
た
。

そ
し
て
一
〇
月
一
五
日
、
国
王
が
イ
ン
デ
イ
ク
に
、
条
約
に
関
す
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
回
答
を
伝
達
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。①

　
第
一
条
、
第
二
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
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史
苑
（
第
七
四
巻
第
一
号
）

一
〇
条
に
つ
い
て
は
承
認
す
る
。

②
　
第
三
条
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ニ
ェ
ン
ボ
ー
ム
か
ら
接
収

し
た
日
本
銀
一
万
レ
ア
ル
と
カ
ン
ガ
ン
布
八
三
〇
反
の

返
還
の
み
を
認
め
、
商
人
た
ち
の
残
し
た
借
金
に
つ
い

て
は
、
そ
の
回
収
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

③
　
日
本
向
け
商
品
の
取
引
（
第
四
条
）
に
つ
い
て
は
、
向

こ
う
二
五
年
間
のV

O
C

に
よ
る
排
他
的
独
占
交
易
の

実
施
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
国
王
が
行
う
日
本
向
け
交

易
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
る
。

④
　
第
五
条
に
つ
い
て
は
、
国
王
は
敵
対
し
て
い
な
い
国
の

者
が
彼
の
国
へ
来
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
彼
ら
を
招
き
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。

⑤
　
第
七
条
に
つ
い
て
は
、
マ
カ
ッ
サ
ル
か
ら
我
が
王
国
へ

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
来
航
す
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
我
が
臣
民
が
マ
カ
ッ
サ
ル
へ
航
海

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
。

［D
RB 1656-1657:36-37

］

　
②
で
、
一
六
四
四
年
当
時
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
商
人
た
ち
がV

O
C

に
対
し
て
負
っ
て
い
た
負
債
一
万
二
七
九
一
レ
ア
ル
の
支
払
い
は
認

め
ら
れ
ず
、
③
で
は
国
王
が
実
施
す
る
日
本
向
け
交
易
にV

O
C

が

干
渉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
⑤
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
外
国
人
の
排
除
に
つ
い
て
、
事
実
上
拒
絶

し
て
い
る
。
⑦
の
マ
カ
ッ
サ
ル
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
間
の
航
海
禁
止
に
つ

い
て
も
、
マ
カ
ッ
サ
ル
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来

航
禁
止
を
拒
否
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
七
月
の
交
渉
で
認
め
ら
れ

て
い
た
点
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
が
条
件
を
加
え
た
り
、
あ
る
い
は
変
更

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
独
占
交
易
を
進
め
よ
う
と
し
た

V
O
C

と
し
て
は
不
満
の
残
る
回
答
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
国
王
の
回
答
に
対
し
、
イ
ン
デ
イ
ク
は
七
月
に
合
意
し
た
条
文
か

ら
大
き
く
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
不
満
の
意
を
表
明
し
た
。
イ
ン
デ

イ
ク
は
副
王
ナ
ッ
ク
・
チ
ャ
ウ
タ
に
対
し
、
事
態
を
改
善
す
べ
く
考

え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
理
由
を
述
べ
立
て
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
の

時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
の
交
渉
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
［D

RB 1656-1657:37

］。

　
そ
の
後
、
一
六
五
七
年
一
月
三
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
マ
レ
ー
人

ナ
コ
ダ
（
船
主
）
ラ
ナ
ン
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
航
し
た
際
、
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
イ
ン
デ
イ
ク
の
一
六
五
六
年
一
一
月
一
二
日
付
カ
ン
ボ
ジ

ア
発
書
簡
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
が
出
し
たV

O
C

に
よ
る
鹿
皮
・

日
本
向
け
産
品
独
占
交
易
許
可
証
の
写
し
及
び
訳
文
を
も
た
ら
し
た

［D
RB 1656-1657:63

］。
さ
ら
に
三
月
一
〇
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

王
発
東
イ
ン
ド
総
督
宛
書
簡
が
ヤ
ハ
ト
船
ド
ロ
ン
メ
ダ
リ
ス
号
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
六
五
七
年
三
月
一
〇
日
バ
タ
ヴ
ィ
ア
着
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

王
発
東
イ
ン
ド
総
督
宛
書
簡
（〔
　
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
）

（
14
）
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
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イ
ン
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会
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間
通
商
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和
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約
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六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

　
こ
の
書
簡
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
の
誠
実
な
心
に
よ
り
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
高
貴
な
る
総
督
閣
下
の
書
簡
を
、
私
〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
〕

は
受
け
取
り
、
そ
の
内
容
を
非
常
に
よ
く
理
解
い
た
し
、
平

和
に
な
っ
た
こ
と
を
わ
が
臣
民
す
べ
て
に
周
知
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
わ
が
臣
民
に
対
し

あ
ら
ゆ
る
援
助
を
行
う
義
務
が
あ
り
、
同
様
に
我
々
も
オ
ラ

ン
ダ
人
に
対
し
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
同
じ
こ
と
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
条
約
が
結
ば
れ

た
あ
と
に
、
陸
域
で
あ
れ
海
域
で
あ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
わ

が
臣
民
に
、
あ
る
い
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対

し
て
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
場
合
に
は
、
か
か
る
損
害
は
、

そ
れ
を
も
た
ら
し
た
者
の
側
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
当
地
に
産
し
、
日
本
で
売
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
商
品
を
、
会

社
は
締
結
さ
れ
た
条
約
に
し
た
が
っ
て
独
占
的
に
購
入
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
、
我
が
船
を
当
地
よ

り
日
本
に
派
遣
し
よ
う
と
考
え
た
場
合
、
会
社
は
鹿
皮
の
半

分
の
み
を
入
手
で
き
る
だ
け
で
、
彼
ら
が
丸
ご
と
入
手
す
る

こ
と
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
日
本
向
け
商
品
を
除
い
た
ほ
か
の

す
べ
て
の
品
物
の
う
ち
、
半
分
の
み
を
会
社
は
買
い
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
っ
た
も
の
は
、
こ
こ
に
や
っ
て
く
る

様
々
な
商
人
た
ち
の
た
め
に
残
さ
れ
ま
す
。

　
総
督
閣
下
の
ご
要
望
に
よ
り
、
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
特

に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
）

の
な
か
で
オ
ラ
ン
ダ
人
の
み
が
、
我
が
王
国
に
て
自
由
に
交

易
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

他
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
私
に
対
し
て
何
ら
の
罪
も
犯
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
と
い
う
根
拠
も
全
く
認
め
ら

れ
な
い
の
で
、〔
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
〕
さ
ら
に
厳
格
な
注
意

が
払
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
要
請
い
た
し
ま
す
。

　
ア
ン
ボ
イ
ナ
、
バ
ン
ダ
、
テ
ル
ナ
テ
及
び
そ
の
周
辺
に
位

置
す
る
島
々
へ
は
、
私
は
条
約
に
の
っ
と
り
、
船
を
同
地
へ

向
け
て
出
航
・
派
遣
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
ま
た
、
彼
の
地
に
て
〔
私
ど
も
の
船
が
会
社
の
船
と
〕
遭

遇
し
た
場
合
、
敵
ま
た
は
侵
入
者
と
し
て
〔
会
社
の
船
は
私
ど

も
の
船
を
〕
拿
捕
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
〕
に
属
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
が
発
給
し
た
パ
ス
を
保
有
し
て
い
る
他
の
船
に
つ
い
て

は
、
海
上
に
て
自
由
な
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
。

　
向
こ
う
二
六
年
間）
（1
（

、
日
本
向
け
の
商
品
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の

み
に
よ
っ
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
協
定
が
結
ば

れ
、
ま
た
平
和
が
実
現
し
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
喜
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ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
総
督
閣
下
が
、
私
〔
の
書
簡
に
〕
ご
満
足
い
た
だ
け
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

［D
RB 1657:118-119

］

　
前
年
一
〇
月
に
、
国
王
が
イ
ン
デ
イ
ク
に
提
示
し
た
回
答
と
内
容

的
に
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。こ
の
後
、『
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』

に
は
第
一
次
条
約
の
交
渉
に
か
か
わ
る
記
述
は
登
場
し
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
書
簡
に
よ
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
が
本
条
約
を
上
記
の

内
容
に
て
承
認
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
府
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
の

で
あ
る
。
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、V

O
C

に
は
不
満
な
箇
所
が
あ

る
も
の
の
、
条
約
締
結
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。

四
、
第
一
次
条
約
の
内
容
と
そ
の
意
義

　
第
一
次
条
約
の
条
文
の
う
ち
重
要
な
の
は
、
交
易
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
定
め
た
第
四
条
か
ら
第
七
条
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
と

お
り
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
す
べ
て
国
王
と
の
交
渉
を
通
じ
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
に
有
利
な
よ
う
に
改
定
さ
れ
、V

O
C

が
理
想
と
す
る
形
で

の
独
占
交
易
を
確
立
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
特
に
第
四
条
で
、V

O
C

に
よ
る
向
こ
う
二
五
年
間
の
対
日
交
易

独
占
が
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
国
王
が
日
本
向
け
の
船
を
出
す
場
合
に

会
社
の
交
易
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
の
商

業
活
動
が
会
社
の
独
占
交
易
に
優
先
さ
れ
る
と
、V

O
C

が
認
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
五
条
でV

O
C

以
外

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
交
易
す
る
こ
と
を
許
可
し
な
い

と
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
来
航
を
禁
止
し
な
い
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
以

外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
商
人
た
ち
の
活
動
は
実
質
的
に
保
証
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、V

O
C

に
と
っ
て
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
第
四
条
を
は
じ
め
と
す
る
、
第
一
次
条
約
の
交
易
に
関
す
る
諸
条

項
は
、
交
渉
の
段
階
で
大
き
く
修
正
さ
れ
た
。
実
際
、
第
一
次
条
約

締
結
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
るV

O
C

の
交
易
活
動
を
見
る
と
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
独
占
交
易
は
全
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
ま
た
、「
治
外
法
権
」
を
認
め
た
と
さ
れ
る
第
一
〇
条
は
、V

O
C

側
が
条
文
に
挿
入
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
現

地
勢
力
に
対
す
るV

O
C

の
優
越
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し

同
条
に
つ
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
条
約
締
結
交
渉
の
過
程
で

国
王
は
特
に
異
議
申
し
立
て
を
せ
ず
、
承
認
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
一
六
四
三
年
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
・

商
館
員
虐
殺
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
背
景
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ

人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
抗
争
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
裁
判
に
国

王
自
ら
が
直
接
関
与
し
た
。
そ
の
裁
定
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
側
が
不
満
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を
持
っ
た
こ
と
で
両
者
の
対
立
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
上
記
の
事
件

が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
が
翌
年
のV

O
C

艦
隊
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
と

戦
争
、
さ
ら
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
・V

O
C

間
の
公
的
関
係
の
断
絶
へ

と
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
交
易
に
王
権
の
基
盤
を
置
く
ラ
ー
マ
ー

デ
ィ
パ
テ
ィ
一
世
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
か
か
る
事
態

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
の
安
全
装
置
と
し
て
、
第
一
〇
条
を
カ

ン
ボ
ジ
ア
側
も
必
要
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、当
時
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
滞
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
報
告
に
は
、

当
地
に
貿
易
に
来
る
諸
国
民
は
彼
ら
の
シ
ャ
ー
バ
ン
ダ
ル）
（1
（

を

有
す
る
。
シ
ャ
ー
バ
ン
ダ
ル
は
あ
ら
ゆ
る
普
通
の
事
件
に
つ
い

て
裁
判
官
の
役
を
務
め
る
。［A relation of the situation 

and trade of Cam
boja:also, of Syam

, Tonkin, China, 
and the Em

pire of Japan: 341

］

と
あ
り
、
当
時
外
国
人
居
留
地
を
管
理
す
る
シ
ャ
ー
バ
ン
ダ
ル
が
裁

判
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
居
住
す
る

外
国
人
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
も
同
様
の
措
置
が
取
ら
れ

た
と
考
え
れ
ば
、
第
一
〇
条
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
特
権
が
与
え
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
現
地
の
慣
習
に
従
っ
て
挿
入
さ
れ
た

も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
条
を
近
代
的
な
意

味
で
の
「
治
外
法
権
」
と
見
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。

　
最
終
的
に
決
定
し
た
条
約
の
内
容
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、V

O
C

に
は
同
条
約
の
締
結
・
批
准
に
至
ら
ね

ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。V

O
C

に
と
っ
て
、
鹿
皮
、
漆
な
ど

の
日
本
向
け
の
交
易
品
を
安
定
的
に
入
手
す
る
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
の
関
係
改
善
は
急
務
で
あ
っ
た
。
日
本
向
け
産
品
の
入
手
先
と

し
て
は
、
他
に
広
南
（
現
在
の
フ
エ
か
ら
ホ
イ
ア
ン
に
か
け
て
の
地

域
を
支
配
。
オ
ラ
ン
ダ
史
料
で
は
ク
ア
ン
ナ
ム
、
ま
た
は
コ
ー
チ

シ
ナ
の
名
で
呼
ば
れ
る
）
と
シ
ャ
ム
が
あ
っ
た）
（1
（

が
、
こ
の
両
者
と

V
O
C

と
は
い
ず
れ
も
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
当
時V

O
C

と
広
南
の
支
配
者
阮
氏
と
は
対
立
関
係
に
あ

っ
た
。V

O
C

は
日
本
向
け
生
糸
を
入
手
す
る
た
め
、
広
南
と
対
立

関
係
に
あ
っ
た
ト
ン
キ
ン
に
商
館
を
設
置
し
、
そ
の
支
配
者
で
あ
る

鄭
氏
に
軍
事
面
で
も
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

阮
氏
は
、
マ
カ
オ
と
の
交
易
と
ト
ン
キ
ン
へ
の
対
抗
と
い
う
二
つ
の

理
由
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
結

ん
で
い
た）
（1
（

。
そ
れ
で
もV

O
C

は
、
よ
り
多
量
の
生
糸
や
森
林
生
産

物
を
入
手
す
る
た
め
に
阮
氏
と
交
渉
を
行
い
、
一
六
五
一
年
一
二
月

に
「
検
閲
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
交
易
及
び
他
の
商
人
が
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
輸
出
入
関
税
の
支
払
い
免
除
」
をV

O
C

に

認
め
る
条
約
の
締
結
に
こ
ぎ
つ
け
た
［Li Tana 1998:74

］。
し

か
し
、
阮
氏
は
こ
の
条
約
を
ま
っ
た
く
遵
守
せ
ず
、
結
局
一
六
五
四

年
にV

O
C

は
商
館
の
閉
鎖･

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
一
方
、
シ
ャ
ム
と
の
関
係
も
良
好
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

一
六
五
六
年
八
月
、V

O
C

と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
政
策
を
採
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っ
て
い
た
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
王
（
在
位
一
六
二
九
～
五
六
）
が

死
去
し
た
。
す
る
と
そ
の
後
わ
ず
か
二
ヵ
月
の
間
に
、
二
名
の
王
が

即
位
し
て
は
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
混
乱
が
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
シ

ャ
ム
の
混
乱
は
、V

O
C

の
交
易
活
動
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な

っ
た
。
国
王
及
び
そ
の
信
任
す
る
大
臣
が
交
代
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
交
易
に
関
す
るV

O
C

の
特
権
が
全
て
無
効

と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
［Bhaw

an 2007:114-115

］。

　
そ
し
て
、
こ
の
王
位
争
い
に
最
終
的
に
勝
利
し
、
即
位
し
た
の
が

ナ
ラ
イ
王
（
在
位
一
六
五
六
～
八
八
）
で
あ
る
。
王
の
即
位
後
、
シ

ャ
ム
とV

O
C

の
関
係
は
一
時
好
転
し
た
。
シ
ャ
ム
は
対
日
貿
易
で

重
要
な
鹿
皮
や
蘇
木
、
鮫
皮
を
は
じ
め
、
安
息
香
や
沈
香
、
象
牙
な

ど
の
森
林
生
産
物
を
輸
出
し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン

王
の
も
と
で
強
化
さ
れ
、
ナ
ラ
イ
王
が
引
き
継
い
だ
王
室
独
占
交
易

政
策
は
、V

O
C

の
も
く
ろ
み
と
対
立
し
始
め
た）
（1
（

。

　
さ
ら
に
、
一
六
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
頃
に
か
け
て
大
き
な

利
益
を
上
げ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
台
湾
貿
易
も
、
重
要
な
日
本
向
け
産

品
だ
っ
た
鹿
皮
と
砂
糖
の
貿
易
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
人
と
の

競
争
に
敗
れ
、
一
六
五
〇
年
に
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
た
［
永
積 

一
九
九
九
：
三
五
三
―
三
五
七
］。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、V

O
C

が
そ
の
最
大
の
利
益
を
上
げ
て

い
た
対
日
本
交
易
に
必
要
な
森
林
生
産
物
を
安
定
的
に
獲
得
し
、
交

易
の
利
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
生
産
地
で
あ
る
ラ
オ
ス
と
密
接

な
つ
な
が
り
を
有
し
、
自
ら
も
そ
れ
ら
を
産
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の

関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る）
11
（

。
ま
た
、
前
述

し
た
よ
う
に
米
を
安
定
的
に
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
は
必
要
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
も
、V

O
C

と
の
関
係
再
構
築
を
急
ぐ
必

要
が
あ
っ
た
。
一
六
五
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
報
告
に
よ
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
鹿
皮
を
は
じ
め
と
す
る
商
品
の
価
格
が
高
騰

し
、
シ
ャ
ム
の
方
が
同
じ
商
品
を
よ
り
安
価
に
入
手
で
き
た
。
華
人

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
取
引
を
避
け
、
華
人
は
ラ
オ

ス
と
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
た
チ
ャ
ン
パ
ー
や
コ
ー
チ
シ
ナ

（
広
南
）
で
森
林
生
産
物
を
入
手
し
て
い
た
と
い
う
［Indijck etc. 

1656:358-359

］。
鹿
皮
・
漆
な
ど
の
日
本
向
け
産
品
の
少
な
か
ら

ぬ
量
が
ラ
オ
ス
産
で
あ
っ
た）
1（
（

。
価
格
の
高
騰
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
の

価
格
操
作
だ
け
で
な
く
、
交
換
財
と
な
る
イ
ン
ド
綿
布
が
不
足
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ー
マ
ー
デ
ィ
パ
テ
ィ
一
世
に
と
っ
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
ラ
オ
ス
産
森
林
生
産
物
を
よ
り
多
く
集
荷
さ
せ
る
た
め

に
、
多
量
の
イ
ン
ド
綿
布
を
持
ち
込
み
う
るV

O
C

と
の
交
易
再
開

は
急
務
で
あ
っ
た
。

五
、
第
一
次
条
約
締
結
後
のV

O
C

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
間
交
易
関
係

　
第
一
次
条
約
の
締
結
後
、V

O
C

は
条
約
が
履
行
さ
れ
、
独
占
交

易
が
い
く
ら
か
で
も
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
事
態
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

はV
O
C

の
思
惑
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
六
五
七
年
九
月
の
商
館
長
イ
ン
デ
イ
ク
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、

し
か
し
、
ラ
オ
ス
人
と
の
交
易
は
ま
っ
た
く
行
わ
な
い
。
と

い
う
の
も
、
国
王
が
ラ
オ
ス
人
に
対
し
、
そ
の
産
品
を
全
て

イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
に
引
き
渡
す
よ
う
強
制
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
同
人
は
国
王
に
よ
っ
て
、
称
号
と
権
威
を
非
常

に
強
化
し
て
お
り
、
現
在
最
も
重
要
な
代
理
人
と
し
て
奉
仕

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
誰
も
が
心
な
ら
ず
も
彼
と
う
ま
く

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［Indijck ende K
ettingh 1657:363

］

と
あ
り
、
ラ
オ
ス
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
鹿
皮
、
漆
、
安
息
香
な
ど
の

産
品
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
の
信
任
を
得
て
い
た
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ

サ
ム
に
完
全
に
掌
握
さ
れ
、
彼
の
権
威
が
そ
れ
に
よ
っ
て
非
常
に
強

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
別
の
報
告
で
イ
ン
デ
イ
ク
は
、
銀
の
不
足
に
よ
り
鹿
皮
の

集
荷
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
［R

apport gedaen 
door Sr.H

endorik Indeijck  1657:362

］
一
方
で
、V

O
C

に

平
和
か
つ
自
由
な
交
易
が
約
束
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

は
ラ
オ
ス
と
の
交
易
は
国
王
が
支
配
し
て
お
り
、
国
王
は
ラ
オ
ス
人

が
持
っ
て
く
る
物
全
て
を
自
分
の
交
易
の
た
め
に
使
っ
て
し
ま
い
、

支
払
い
は
布
と
糸
で
行
う
こ
と
を
強
制
し
て
い
る
、
そ
の
結
果
、
オ

ラ
ン
ダ
商
館
が
現
金
で
購
入
で
き
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
布
の

交
易
に
損
害
が
生
じ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る［Indijck, H

., P. 
K

ettingh and A. Stouthart  1657:363

］。

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ラ
オ
ス
交
易
に
参
入
で
き
な
いV

O
C

の

不
満
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
条
約
に
は
ラ
オ
ス
交

易
に
関
し
て
定
め
た
条
項
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、V

O
C

が
ど

れ
ほ
ど
不
満
を
抱
こ
う
と
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し
ラ
オ
ス
交
易
に

関
す
る
条
約
違
反
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）
11
（

。
前
述
し
た
よ
う

に
、
鹿
皮
・
漆
・
蘇
木
な
ど
の
日
本
向
け
産
品
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分

が
ラ
オ
ス
産
で
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
ラ
オ
ス
交
易
にV

O
C

が

参
入
で
き
な
く
す
る
こ
と
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
対
日
交
易
の
独
占
を

認
め
た
第
四
条
の
効
果
を
、
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ

と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
第
五
条
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
交
易

活
動
禁
止
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
厳
格
な
適
用
に
つ
い
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
王
が
そ
れ
を
事
実
上
拒
否
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た

と
お
り
で
あ
る
。
実
際
、
当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
以

外
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
定
着
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人）
11
（

や
デ
ン
マ
ー
ク

人
も
来
航
し
て
盛
ん
に
交
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
［Indijck ende 

K
ettingh:363-364

］。

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
次
条
約
で
保
証
さ
れ
た
は
ず
のV

O
C

の

独
占
交
易
は
、
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。V

O
C

は
こ
の
状
況
に
対
し
、
何
ら
有
効
な
措
置
を
取
る
こ
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史
苑
（
第
七
四
巻
第
一
号
）

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　お
わ
り
に

　
一
六
五
六
～
五
七
年
に
か
け
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

の
関
係

正
常
化
の
た
め
に
交
渉
・
締
結
さ
れ
た
第
一
次
条
約
は
、
従
来
言
わ

れ
て
い
た
よ
う
にV

O
C

優
位
の
下
で
結
ば
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
締
結
に
至
る
交
渉
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
権
も
積
極
的
に
関

与
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
内
容
は
む
し
ろ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
有

利
な
も
の
と
な
っ
た
。V

O
C

は
不
満
を
持
ち
な
が
ら
も
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
の
条
約
締
結
を
急
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
第

一
に
、
日
本
向
け
交
易
に
必
要
な
諸
産
品
の
入
手
先
で
あ
る
広
南
・

シ
ャ
ム
と
の
関
係
が
良
好
と
は
言
い
難
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
オ

ラ
ン
ダ
の
対
日
交
易
の
中
継
地
で
あ
る
台
湾
の
貿
易
が
衰
退
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、V

O
C

は
対
日
交
易

に
お
い
て
重
要
な
鹿
皮
・
漆
・
蘇
木
な
ど
の
諸
産
品
を
安
定
的
に
獲

得
し
う
る
場
所
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
そ
れ
は
、
米
の
輸
入
先
の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
一
方
、V
O
C
 

と
の
関
係
再
構
築
は
、
交
易
を
拡
大
し
て
王
権
を

強
化
し
た
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
両
者
の
利
害
の
一
致
が
、
第
一
次
条
約
締
結
の
最
大
の
理
由
で

あ
っ
た
。
し
か
し
条
約
の
締
結
に
も
か
か
わ
ら
ず
、V

O
C

に
と
っ

て
そ
の
最
大
の
成
果
で
あ
る
は
ず
の
日
本
向
け
独
占
交
易
は
、
ほ
と

ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
他
方
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
は
、
第
一
次

条
約
に
よ
っ
てV

O
C

と
の
関
係
が
正
常
化
し
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド

綿
布
が
従
来
以
上
に
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
は
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
向
け
の
安
息
香
や
日
本
向

け
の
鹿
皮
、
漆
な
ど
の
交
易
を
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
王
権
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
本
稿
でV

O
C

側
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
の

第
一
次
条
約
の
意
義
を
検
討
し
た
こ
と
で
、
従
来V

O
C

優
位
の
下

に
結
ば
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
一
連
の
条
約
の
、
現
地
勢
力
に
と
っ
て

の
意
味
を
再
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
提
示
で
き
た
と
考
え
る
。

独
占
交
易
を
も
く
ろ
むV

O
C

に
よ
る
大
量
の
産
品
買
い
付
け
が
魅

力
で
あ
っ
た
現
地
勢
力
に
と
っ
て
、
独
占
の
網
の
目
を
く
ぐ
っ
た

り
、
そ
の
実
効
性
を
弛
緩
さ
せ
る
方
策
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る）
12
（

。
こ
れ
ま
でV

O
C

の
優
位
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

諸
条
約
の
中
に
、
現
地
勢
力
が
し
た
た
か
に
生
き
残
り
を
図
っ
た
実

態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
五
～
一
七
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
るV

O
C

と
現
地
勢
力
と
の
関
係
を
従
来
と
は
違
っ
た
視
点

か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
事
実
が
そ
の
後

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
起
こ
っ
た
事
件
と
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る

の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
六
五
八
年
、
ラ
ー
マ
ー
デ
ィ
パ
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

テ
ィ
一
世
は
反
対
派
王
族
の
反
乱
と
そ
れ
に
介
入
し
た
隣
国
広
南
阮

氏
政
権
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
は
こ
れ
ま
で
反
対
派
王

族
が
王
に
対
す
る
仇
討
ち）
11
（

と
宮
廷
か
ら
の
マ
レ
ー
人
勢
力
の
排
除
を

企
て
、
さ
ら
に
彼
ら
の
要
請
に
応
じ
て
広
南
阮
氏
政
権
が
介
入
し
た

も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
［M

ak Phœ
un 1995:290-301

］。

事
件
の
背
景
に
つ
い
て
、
第
一
次
条
約
の
締
結
と
そ
の
後
の
状
況
か

ら
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
リ
ー
ド
の

指
摘
と
は
逆
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
権
の
大
幅
な
強
化
と
そ
こ
か
ら
排

除
さ
れ
た
王
族
の
不
満
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
関
係
改
善

が
広
南
阮
氏
政
権
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
か
ら
、
こ
の
事
件
を
捉
え

な
お
す
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
際
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
焼

き
討
ち
を
受
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

と
の
交
渉
は
再
び
断
絶
す

る
が
、
一
六
六
五
年
に
再
び
条
約
（
第
二
次
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、

両
者
の
関
係
は
一
六
六
七
年
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
次

条
約
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
、V

O
C

双
方
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を

有
し
て
い
た
の
か
、
第
一
次
条
約
の
事
例
と
も
比
較
し
つ
つ
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
） 

現
在
の
台
南
市
の
外
港
安
平
に
当
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
タ
イ
オ

ワ
ン
と
呼
び
、
中
国
史
料
で
は
大
員
と
記
さ
れ
る
港
を
指
す
［
永
積 

一
九
九
九
：
三
二
八
］。
そ
の
後
、
一
六
六
二
年
に
鄭
成
功
の
攻
撃
に

よ
っ
て
陥
落
す
る
ま
で
、
中
国
南
部
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
拠
点
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

（
２
） 

筆
者
は
二
〇
一
〇
年
の
拙
稿
で
こ
の
条
約
を
「
一
六
五
六
年
条
約
」

と
呼
ん
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
六
五
六
年
の
段
階
で
は
同
条
約

は
正
式
に
締
結
さ
れ
て
お
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
場
所
を
移
し
て
の

継
続
的
な
交
渉
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
故
、
一
六
五
六
年
に
締
結
さ

れ
た
条
約
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
の
名
称
は
、
同
条
約
の
名

称
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
とV

O
C

の

間
で
は
、
一
六
六
五
年
に
も
通
商
平
和
条
約
（
第
二
次
条
約
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
）
が
結
ば
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
と
区
別
す
る
意
味
で

も
本
稿
で
は
こ
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
３
） 

ク
ラ
ー
ン
は
一
六
四
四
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
戦
争

ま
で
を
主
要
な
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
のV

O
C

と
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
交
渉
に
つ
い
て
論
じ
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

（
４
）
こ
の
他
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
史
料
と
し
て
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
朝
年

代
記
』
が
あ
る
が
、
一
九
世
紀
以
降
の
編
纂
物
で
あ
る
上
、
年
代
記

と
い
う
史
料
の
性
格
上
、
そ
の
内
容
は
王
の
栄
光
、
善
行
に
関
わ
る

記
述
に
偏
っ
て
お
り
、
本
稿
で
論
じ
る
交
易
面
に
関
す
る
記
述
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

（
５
）
こ
の
と
き
レ
ー
ヘ
モ
ル
テ
ス
に
同
行
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員

も
殺
害
さ
れ
た
。

（
６
）
こ
の
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
は
「
こ
の
町
の
住
人
（ingeseten 
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deser stede

）」
と
記
さ
れ
、「
こ
の
町
」
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
を
指
す
か
ら
、

こ
の
人
物
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人

物
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ

ム
が
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
イ
ン
チ
ェ
」

は
然
る
べ
き
家
系
の
マ
レ
ー
人
に
一
般
的
な
称
号
で
あ
り
、
固
有
名

詞
で
は
な
い
た
め
、
同
名
異
人
の
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
ジ
ャ
ワ
島
西
部
を
発
祥
の
地
と
す
る
商
船
で
、
二
本
の
舵
を
有
す
る
。

（
８
）
元
来
は
一
六
～
一
七
世
紀
の
ア
ジ
ア
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
用
い
た

戦
闘
用
の
大
型
ガ
レ
ー
船
。
後
に
三
本
マ
ス
ト
を
備
え
二
〇
～
五
〇

門
の
大
砲
で
武
装
し
た
小
型
の
高
速
帆
船
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

（
９
）
こ
こ
で
イ
ン
チ
ェ
・
ア
ッ
サ
ム
は
、
国
王
と
契
約
を
結
ん
で
安
息

香
の
交
易
に
お
い
て
重
き
を
な
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
オ
ラ
ン
ダ
と

の
和
平
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
［G

M
 

vol.2:617

］。

（
10
）
た
だ
し
、『
一
般
書
簡
集
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
簡
に
は
国
王
の
印

も
サ
イ
ン
も
な
か
っ
た
と
い
う
［G

M
 vol.2:696
］。

（
11
）Soli

の
対
音
で
、
九
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
南
イ
ン
ド
で

繁
栄
し
た
チ
ョ
ー
ラ
王
朝
に
由
来
す
る
［
小
川 

一
九
九
八
：
一
四]

。

山
田
憲
太
郎
は
、
南
イ
ン
ド
の
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
を
指
す
と
す
る

［
山
田 

一
九
八
二
：
一
九
一
］。
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
は
、
当
時
イ
ン

ド
綿
布
生
産
の
中
心
地
だ
っ
た
。

（
12
）
山
田
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
宗
教
儀
礼
に
必
要
な
香
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
安
息
香
だ
っ
た
［
山
田 

一
九
八
二
：
一
九
一
］ 

。

（
13
）
な
お
、
山
田
は
単
純
に
「
タ
イ
産
」
と
し
て
い
る
が
、
一
七
世
紀

当
時
は
、
北
タ
イ
は
ビ
ル
マ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
一
方
東
北
タ
イ

は
当
時
ラ
オ
ス
を
支
配
し
て
い
た
ラ
ー
ン
サ
ー
ン
王
国
の
勢
力
圏
内

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
タ
イ
産
」
の
安
息
香
と
言
っ
て
も
、
そ

れ
は
ア
ユ
タ
ヤ
を
中
心
と
し
た
シ
ャ
ム
産
の
も
の
で
は
な
く
、
ラ
ー

ン
サ
ー
ン
王
国
、
す
な
わ
ち
ラ
オ
ス
産
の
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

（
14
）
イ
ン
デ
イ
ク
は
一
六
五
七
年
二
月
二
〇
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
出
発

［R
apport gedaen door Sr.H

endorik Indeijck  1657:362

］、

三
月
一
〇
日
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
発
東
イ

ン
ド
総
督
宛
書
簡
を
届
け
た
［D

R
B 1656-1657:118

］。

（
15
）
条
約
の
条
文
で
は
「
二
五
年
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
年
の
ズ

レ
が
あ
る
。
こ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
現
状
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
用
い
て
い
る
暦
の
相
違
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
る
。

（
16
）
ペ
ル
シ
ャ
語
の
シ
ャ
ー
バ
ン
ダ
ル
（
港
の
王
）
を
起
源
と
す
る
。

イ
ン
ド
洋
全
域
の
港
市
で
外
国
人
商
人
と
交
渉
す
る
官
吏
の
称
号

で
、
税
関
長
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
た
［Yule and Burnell 

2000:816

］。

（
17
）
こ
の
他
に
ト
ン
キ
ン
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
の
産
品
と
し
て
重
要

だ
っ
た
の
は
、
森
林
生
産
物
よ
り
も
む
し
ろ
絹
、
生
糸
で
あ
っ
た
［
永

積 

二
〇
〇
一
：
一
六
四
―
一
六
九
］。

（
18
）
一
六
世
紀
末
か
ら
広
南
阮
氏
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
交
渉
は
始

ま
っ
て
お
り
、
火
器
の
輸
入
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
を
技
術
顧
問

と
し
て
雇
用
す
る
な
ど
、
両
者
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
［
八
尾 

二
〇
〇
一
：
二
五
二
］。

（
19
）
こ
の
結
果
、
交
易
の
利
益
を
め
ぐ
っ
て
両
者
は
衝
突
す
る
。V

O
C

は
一
六
六
三
年
、
艦
隊
を
派
遣
し
て
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
河
を
長
期
に

わ
た
っ
て
封
鎖
し
、
ナ
ラ
イ
王
にV

O
C

の
独
占
交
易
を
認
め
る
条

約
の
調
印
を
強
要
し
た
［
石
井 

二
〇
〇
一
：
一
八
八
］［D

hiravat 
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

2003:297-301

］。

（
20
）
一
六
三
三
年
～
四
一
年
ま
で
ア
ユ
タ
ヤ
商
館
に
在
勤
し
た
フ
ァ

ン
・
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
王
時
代
の
ア
ユ

タ
ヤ
に
お
い
て
は
、
王
室
独
占
交
易
の
徹
底
と
外
国
人
商
人
に
対
す

る
待
遇
の
悪
さ
の
た
め
、
ラ
オ
ス
人
を
は
じ
め
と
す
る
メ
コ
ン
川
上

流
域
に
居
住
す
る
人
々
は
シ
ャ
ム
を
見
捨
て
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
赴

き
、
同
地
で
好
待
遇
を
受
け
て
い
た
と
い
う
［
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト 

一
九
八
八
：
一
二
二
］。

（
21
）
鹿
皮
は
、
一
六
～
一
七
世
紀
に
お
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
主
力
商
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
［
グ
ロ
リ
エ
一
九
九
七
：
三
一
四
］［Valentijn 

1724:38

］。
た
だ
し
ウ
ィ
ス
ト
ホ
フ
は
、
ラ
オ
ス
へ
向
か
う
途
中
で

鹿
皮
約
五
百
枚
を
積
ん
だ
ラ
オ
ス
船
と
出
会
っ
た
こ
と
、
及
び
バ
サ

ッ
ク
（
現
在
の
チ
ャ
ン
パ
サ
ッ
ク
地
方
）
が
鹿
皮
の
集
散
地
と
な
っ

て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
商
人
が
そ
の
購
入
の
た
め
に
同
地
に
一
〇
ヵ

月
に
渡
っ
て
滞
在
す
る
こ
と
を
伝
え
る
［W

uysthoff 1642:158

］

［Lejosne 1993:65

］。
ラ
オ
ス
産
の
鹿
皮
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
相
当
量

持
ち
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
22
）
な
お
、
一
六
六
五
年
に
締
結
さ
れ
た
条
約
（
第
二
次
条
約
）
で
は
、

こ
の
反
省
が
あ
っ
た
た
め
か
、
ラ
オ
ス
交
易
に
関
す
る
条
項
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
23
）
こ
の
時
点
で
イ
ギ
リ
ス
人
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
商
館
を
閉
鎖
し
て
お
り
、

そ
の
跡
を
オ
ラ
ン
ダ
人
が
商
館
と
し
て
利
用
し
た
。
こ
の
た
め
、
オ

ラ
ン
ダ
人
は
商
館
の
用
地
を
安
価
で
入
手
で
き
た
と
い
う
［Indijck, 

H
., P. K

ettingh and A. Stouthart 1657:359]

。
た
だ
し
、

一
六
五
八
年
の
広
南
阮
氏
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
略
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
人

は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
と
も
に
広
南
阮
氏
軍
の
略
奪
を
受
け
て
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
退
去
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
［Journal and consultations 

of John E
dw

ards and C
ouncil at B

antam
, 13A

ugust 
1659:330

］。
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
も
小
規
模
な
が
ら
も
活

動
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
24
）
例
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
六
五
七
年
七
月
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
使

節
を
派
遣
し
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
へ
の
自
由
航
行
許
可
証
の
発
行

を
求
め
て
い
る
［D

RB 1656-1657:217

］。
イ
ン
ド
綿
布
の
産
地

で
あ
る
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
そ
の
入
手
に
王
権

が
直
接
関
与
す
る
こ
と
で
、V

O
C

の
独
占
交
易
に
楔
を
打
ち
込
む
狙

い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
シ
ャ
ム
が
オ
ラ
ン
ダ
に
対
抗

し
て
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
に
接
近
を
図
っ
た
こ

と
も
、
こ
う
し
た
方
策
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

（
25
）
反
乱
を
起
こ
し
た
王
子
は
い
ず
れ
も
、
ラ
ー
マ
ー
デ
ィ
パ
テ
ィ
一

世
に
殺
害
さ
れ
た
摂
政
の
息
子
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
　

（
立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
）
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
間
通
商
平
和
条
約
締
結
（
一
六
五
六
～
五
七
年
）（
遠
藤
）

一
世
（
在
位
一
六
四
二
～
五
八
）
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
と
マ
レ
ー

人
の
交
易
活
動
―
オ
ラ
ン
ダ
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Peace and commercial treaty between Cambodia and the 
Dutch East India Company (1656-57) reconsidered: On 
the problems of monopolization of trade by Cambodian 
kingdom and the Dutch East India Company

ENDO, Masayuki

South East Asia from the 15th to the 17th century experienced 
its prosperity of trade due to growing traffic of merchants coming to 
seek for spices, forest products and rice etc. In the 17th century the 
kingdom of Cambodia, which was part of the region, did the same 
situation attracting various groups of interests. One of them was the 
Dutch East Indian company (VOC) which founded the mercantile 
establishment in the kingdom in 1637. A conflict stemming from issues 
concerning the Portugese happened between the king of Cambodia 
and VOC in 1644, resulting in breaking ties with each of the parties. 
In spite of the political problem, however, they wanted to resume their 
political relations quickly: Cambodia could not put aside effects of VOC 
because it had grown to be a key economic actor in South East Asia 
while VOC also needed the kingdom as supplier of goods because rice 
for their provisions on site and forest products including skin of deer 
and Japanese lacquer as exports for commerce with Japan occupied a 
significant proportion of trade items between them. That is the reason a 
peace and commercial treaty (called the first treaty here) was conducted 
to be designed to reconstruct their political balance in 1656.

Influential scholars have regarded the first treaty as conducted 
on the initiative of VOC and accordingly being of more advantage to 
monopolization of trade by the company. In the first three chapters, 
however, our reexamination of relevant primary sources shows us that 
the initiative of conducting process of the treaty was not given VOC so 
that a fairly good degree of the demands by the king of Cambodia was 
incorporated in some articles of the treaty. The incorporation created 
the chance to give advantagious effects to Cambodia in spite of its 
intention of VOC. On the premise of our reexamination the succeeding 
chapters treat with revaluation of the contents of the first treaty and its 
significance to Cambodia, differences of intention in the treaty between 
VOC and the kingdom and influence to commerce for both parties after 
the treaty.


